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初詣参拝者で賑わう御本殿前

平
成
十
六
年
幕
開
け
は
天
候
に

恵
ま
れ
、
近
年
に
な
い
暖
か
さ
の

中
で
迎
え
た
。
大
晦
日
午
後
十
一

時
に
は
神
門
前
に
長
蛇
の
列
が
出

来
上
が
り
、
開
門
を
今
か
今
か
と

待
つ
二
年
参
り
の
初
詣
参
拝
者
で

溢
れ
か
え
っ
た
。

開
門
す
る
と
例
年
同
様
一
斉
に

胄
者
が
御
本
殿
に
流
れ
込
ん
だ
が
、

一
時
間
も
経
つ
と
第
一
駐
車
場
か

ら
御
本
殿
ま
で
、
石
畳
に
沿
っ
て

列
が
出
来
上
が
る
と
い
う
珍
光
景

が
見
ら
れ
た
。
例
年
だ
と
人
波
は

一
斉
に
流
れ
、
境
内
は
人
・
人
・
人

と
な
る
が
、
今
年
は
参
道
脇
が
空

い
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
石
畳
上

に
ビ
ッ
チ
リ
と
参
拝
者
が
整
列
、

こ
の
流
れ
は
朝
ま
で
途
切
れ
る
こ

と
な
く
続
い
た
。

こ
の
よ
う
な
時
代
の
為
か
、
正

面
か
ら
真
剣
に
祈
る
人
が
増
え
た

石登上に並ぷ参拝者

た
め
だ
と
か
、
或
い
は
暖
冬
の
た
め

に
待
つ
こ
と
が
苦
で
な
か
っ
た
と
か
、

テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
正

面
か
ら
参
拝
し
た
方
が
良
い
と
流
れ

た
な
ど
諸
説
出
た
が
、
翌
二
日
か
ら

は
そ
の
よ
う
な
光
景
は
み
ら
れ
な
か

っ
た
。

こ
の
た
め
参
拝
者
の
境
内
に
滞

在
す
る
時
間
が
長
く
な
り
、
必
然

平
成
十
六
年
正
月

三
が
日
で
五
十
五
万
人
が
参
拝

宗

2月祭事暦

〇毎月 1 • 15日月次祭
午前10時
高宮祭
第二宮・第三宮祭

午前11 時
総、社祭

02月 3日午前10時
節分祭

02月 11 日午前11 時
建国祭

なら

社紋「楢の策」

宗像大宮司家の家紋で
あリ、当大社の社紋。

現在この御神木は本殿

西側に樹齢五五0年を
経過し、今も変わらず
参拝者を見守っています。

最
近
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
j
と
い
う
言
葉

を
よ
く
耳
に
す
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
言
わ

れ
は
じ
め
た
よ
う
で
、
人
生
を
も
っ
と
ゆ

っ
く
り
と
過
こ
そ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

我
々
の
日
常
生
活
で
は
自
動
車
が
走
る

音
、
テ
レ
ビ
の
音
、
エ
ア
コ
ン
の
音
等
々
、

様
々
な
機
械
的
音
が
あ
る
。
そ
れ
を
当
然

の
よ
う
に
思
い
、
雑
音
と
感
じ
て
い
る
人

は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
と
思
う
。

そ
れ
に
気
付
い
た
の
は
沖
ノ
島
に
勤
務

し
て
い
る
時
で
あ
っ
た
。
毎
朝
海
水
で
膜

を
し
、
本
殿
に
て
祭
典
を
行
な
う
に
あ
た

り
、
た
っ
た
一
人
の
島
で
は
木
々
が
風
で

揺
れ
る
音
、
鳥
の
嗚
き
声
、
波
の
音
な
ど
、

自
然
の
音
し
か
聞
こ
え
て
こ
な
い
、
そ
こ

に
は
機
械
的
音
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

平
素
、
我
々
が
い
か
に
様
々
な
雑
踏
の
中

で
生
活
し
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら

れ
、
自
分
達
が
失
い
か
け
て
い
る
本
来
の

生
活
と
は
何
か
を
考
え
る
良
い
機
会
に
も

な
る
。

現
代
生
活
は
時
間
に
追
わ
れ
る
毎
日
で

あ
る
。
例
え
ば
一
日
一
回
寝
る
前
に
黙
想

し
、
心
を
落
ち
着
か
せ
る
な
ど
、
ち
ょ
っ

と
し
た
余
裕
を
持
つ
努
力
が
ス
ロ
ー
ラ
イ

フ
の
第
一
歩
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
様
な
事
を
言
い
な
が
ら
も
私
は
こ

の
原
稿
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、
沖
ノ
島

で
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
に
携
帯
電
話
を
接
続

し
、
本
局
の
担
当
者
に
霞
子
メ
ー
ル
で
送

信
し
て
い
る
。
現
代
の
ス
ピ
ー
ド
社
会
に

生
き
る
我
々
に
と
っ
てhス
ロ
ー
ラ
イ
フ
l

と
向
き
合
う
に
は
相
当
な
努
力
が
必
要
で

あ
る
。

(
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祈りをささげる参拝者

的
に
駐
車
場
の
回
転
が
悪
く
周
辺
道
路

は
大
渋
滞
。
社
務
所
に
は
「
あ
と
ど
の

位
で
到
痛
す
る
の
か
」
「
境
内
の
状
況
は

ど
う
か
」
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
が
殺
到

し
た
。

二
日
は
午
前
中
雨
が
一
時
的
に
降
っ

た
が
、
午
後
に
は
止
み
順
調
に
例
年
並

の
参
拝
者
を
受
け
入
れ
た
。

三
日
は
抜
け
る
よ
う
な
青
空
の
快
晴
゜

例
年
以
上
の
参
拝
者
が
訪
れ
た
。

三
が
日
の
参
拝
者
数
は

―
―
―10、

0
0
0
人

一
八0

、

0
0
0
人

一
五0

、

0
0
0
人

五
五
0

、

0
0
0
人

御本殿正面

,9  ’ ,,_. 

,, 
' 

一”-i
御本殿前守札授与所

今年はこんな光景も見られました ＝参：面；

暖
か
さ
と
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
昨
年

よ
り
五
万
人
の
増
で
あ
っ
た
。

四
日
も
日
曜
日
で
多
く
、
五
日
か
ら

は
仕
事
始
の
会
社
関
係
者
、
近
県
か
ら

の
大
型
バ
ス
で
の
初
詣
ツ
ア
ー
参
拝
者

が
加
わ
り
、
十
六
日
現
在
で
も
昼
前
後

に
は
境
内
中
が
参
拝
者
で
溢
れ
て
い
る
。

つ
か
け
し

津
加
計
志
神
社

大
烏
居

宗
像
大
社
境
外
末
社
で
宗
像
三
神

を
奉
斎
し
神
湊
地
区
茶
臼
山
に
鎮
座

す
る
津
加
計
志
神
社
で
、
去
る
十
二

月
二
十
一
日
、
午
前
十
一
時
よ
り
大

鳥
居
右
燈
籠
奉
納
式
が
斎
行
さ
れ
た
。

当
日
は
、
津
加
計
志
神
社
氏
子
で

鳥
居
奉
納
者
、
梶
谷
吉
三
・
清
子
夫

妻
、
同
じ
く
氏
子
で
燈
籠
奉
納
者
安

部
賓
氏
、
施
行
業
者
の
株
式
会
社

協
和
石
材
、
津
加
計
志
神
社
奉
賛
会

長
河
野
一
清
氏
外
氏
子
関
係
者
多
数

参
列
の
も
と
鳥
居
・
燈
籠
の
清
祓
い

が
行
わ
れ
神
前
に
奉
告
の
祝
詞
が
奏

上
さ
れ
た
。

津
加
計
志
神
社
境
内
は
、
以
前
よ

り
石
垣
の
一
部
崩
壊
、
鳥
居
の
老
朽 . 

石
燈
籠
奉
納
式

化
等
が
懸
念
さ
れ
て
き
て
い
た
。
こ

の
状
況
の
中
、
氏
子
よ
り
氏
神
様
の

境
内
整
備
を
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、

平
成
十
五
年
四
月
一
日
に
新
た
に
奉

賛
会
が
組
織
さ
れ
た
。
最
初
に
、
氏

子
の
皆
様
の
浄
財
に
よ
り
、
石
垣
の

大
修
理
が
行
わ
れ
、
そ
れ
を
機
に
、

割
烹
旅
館
「
魚
屋
」
奉
納
の
春
日
燈
籠
、

そ
し
て
今
回
、
「
や
ま
え
鮮
魚
店
」
奉

納
の
石
燈
籠
・
御
手
水
石
、
割
烹
「
鯛
幸
」

奉
納
の
大
鳥
居
と
、
又
、
参
道
石
畳

整
備
、
賽
銭
箱
、
太
鼓
修
理
、
大
注

連
縄
奉
納
と
続
き
、
瞬
く
間
に
整
備

さ
れ
、
平
成
十
六
年
の
元
旦
、
清
々

し
い
境
内
に
は
例
年
の
倍
に
あ
た
る

大
勢
の
初
詣
の
人
々
で
賑
わ
っ
た
。
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晴
天
に
恵
ま
れ
た
新
年
を
迎
え
、
中

津
宮
の
神
門
前
に
は
開
門
を
待
つ
人
々

の
列
が
並
ん
だ
。
午
前
零
時
定
刻
、
浄

暗
の
中
に
庭
燎
の
炎
が
拙
ら
め
く
境
内

に
太
鼓
の
音
が
響
き
、
翼
賛
会
員
の
奉

仕
に
よ
り
開
門
。
村
内
氏
子
を
は
じ
め
、

正
月
を
故
郷
で
過
ご
そ
う
と
里
帰
り
し

た
人
々
が
先
を
競
い
神
前
へ
進
み
、
敬

虔
な
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
た
。
神
前
に
は

大
島
内
外
の
漁
家
・
農
家
よ
り
の
巨
大

な
鰤
を
は
じ
め
海
の
幸
野
の
幸
が
山
の

よ
う
に
供
え
ら
れ
た
。

·
―
[
口
り
口
／
ロ
ロ
ロ

・
・
幼
｀

受
け
る
参
拝
者
に
加
え
、

．
．
へ
神
門
脇
回
廊
に
設
け
ら

｝
れ
た
「
新
春
福
み
く
じ
」

授
与
所
に
も
長
い
列
が

春
福
み
く
じ
」
は
、
例
年

一
ロ

し
ろ
や
ま

＼
宗
像
市
の
（
株
）
城
山
家
具

丸
凸
（
寺
田
修
社
長
）
協
賛
に

氣
翌
人
よ
り
家
具
や
家
庭
用
品

惚
・
・
／
討

9
1
2等
の
特
別
賞
も
用
意
さ

Y
の島大

れ
正
月
の
楽
し
み
と
な

ぇ
っ
て
い
る
。
七
百
余
本

た迎裁
が
準
備
さ
れ
た
が
元
日

人滅
午
前
中
で
全
て
授
与
さ

『
れ
た
。

紅
宗
像
四
塚
連
峰
旧
玄

こ
だ
い
じ
さ
ん
じ
ょ
う
や
ま

海
町
の
孔
大
寺
山
と
、
宗
像
市
城
山
の

間
に
位
樅
す
る
五
嶺
か
ら
な
る
金
山
か

ら
上
が
っ
た
金
色
に
輝
く
初
日
で
境
内

が
明
け
始
め
た
午
前
七
時
歳
旦
祭
を
斎

行
。
本
年
の
国
家
・
皇
室
の
弥
栄
と
村

民
国
民
の
幸
福
が
祈
念
さ
れ
た
。

一
方
、
本
年
新
た
に
企
画
実
行
さ
れ

た
、
奉
賛
会
・
巻
網
船
団
主
催
の
「
開
連

大
鍋
鰤
汁
」
も
好
評
で
二
日
間
に
わ
た

り
振
る
舞
わ
れ
四
百
五
十
杯
を
数
え
た
、

合
わ
せ
て
海
上
タ
ク
シ
ー
「
宝
栄
丸
」
よ

り
四
斗
酒
樽
も
奉
納
さ
れ
正
月
の
中
津

宮
塙
内
は
『
持
て
成
す
人
』
『
持
て
成
さ

れ
る
人
』
で
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

二
日
は
早
朝
よ
り
雨
が
降
り
出
し
、

一
時
非
常
に
強
く
な
り
心
配
さ
れ
た
が
、

祈
願
祭
が
始
ま
る
頃
に
は
上
が
り
上
天

気
と
な
る
。
日
本
一
早
い
成
人
式
を
取

材
し
よ
う
と
す
るT
V
Q
九
州
の
ス
タ

ッ
フ
は
大
型
機
材
を
持
ち
込
み
撮
影
準

備
、
午
前
八
時
頃
に
は
新
成
人
者
も
集

合
し
リ
ハ
ー
サ
ル
を
繰
り
返
し
な
が
ら

緊
張
が
高
ま
る
。
十
時
よ
り
毎
年
憫
例

に
な
っ
て
い
る
三
士
一
＿
歳
四
十
一
歳

四
十
四
歳
各
々
の
厄
除
·
厄
晴
の
同
年

仲
間
祈
願
祭
参
列
者
と
合
わ
せ
、
境
内

は
多
く
の
人
々
に
埋
め
尽
く
さ
れ
賑
わ

う
。
テ
レ
ビ
は
タ
レ
ン
ト
の
中
村
有
志

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
加
治
屋
朋
子
両
氏
の
進

行
に
よ
り
「
お
め
で
と
う
！
日
本
列
島

大
縦
断
（
玄
界
灘
の
初
春
・
十
二
人
だ
け 崇

敬
者

平
成
十
六
年宗

月
一
日

像
大
社

宮
司
神
島

各
位

大
晦
日
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
「
年

越
し
の
大
祓
式
」
に
際
し
ま
し
て
は
、

宗
像
市
・
郡
内
氏
f
各
位
並
び
に
全

国
の
崇
敬
者
の
皆
様
よ
り
、
多
数

の
人
形
を
お
寄
せ
戴
き
、
お
陰
を

以
ち
ま
し
て
、
盛
大
裡
に
滞
り
な

＜
斎
行
致
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
こ
に
、
紙
上
を
以
ち
ま
し
て

謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

稚p

ネし

定

の
成
人
式
）
」
の
タ
イ
ト
ル
の
も
と
全

国
生
放
映
さ
れ
、
只
一
人
大
島
に
残
り

家
業
の
漁
師
を
継
い
だ
宮
本
貴
史
氏
を

始
め
士
一
名
の
新
成
人
の
門
出
を
祝
っ

た
。
又
大
島
小
学
校
三
年
生
の
江
口
麻

侑
嬢
も
緋
袴
姿
で
成
人
の
神
酒
所
奉
仕

を
行
い
花
を
添
え
た
。

三
日
に
は
元
始
祭
並
び
に
宗
像
漁
協

大
島
支
所
願
主
の
大
漁
祈
願
祭
が
斎
行

さ
れ
、
沖
・
中
両
宮
奉
賛
会
、
漁
業
関
係

者
が
参
集
し
皇
室
の
弥
栄
と
海
上
安
全
・

大
漁
満
足
が
祈
念
さ
れ
た
。

大
島
は
殊
の
外
同
年
の
結
び
つ
き
を
大

切
に
し
て
お
り
、
二
日
の
成
人
祭
と
十
一

日
の
迪
暦
質
は
特
に
盛
大
で
あ
る
。
本
年

そ
の
遠
暦
賀
に
あ
た
る
昭
和
十
九
年
・
二

各
位

宗
像
大
社
氏
子
会
評
議
只

9

公a

じ
）

＇
糸
イ

宗
像
大
社

宮
司
神
島

ホ
像
大
社
氏
子
会

会
長
安
部
照
生

定

平
成
卜
六
年
二
月
一
日

十
年
生
申
酉
同
年
講
三
十
名
が
島
内
外
よ

り
集
い
、
一
月
十
一
日
午
前
十
一
時
祈
願

祭
を
斎
行
、
祭
典
後
街
々
で
御
酒
を
ふ
る

ま
い
紅
白
の
餅
を
撒
き
、
同
年
全
員
と
大

島
村
挙
げ
て
お
祝
い
し
た
。

か
く
し
て
筑
前
大
島
の
正
月
は
絶
好

の
日
和
に
恵
ま
れ
、
種
々
の
行
事
日
程

も
滞
り
な
く
催
行
さ
れ
、
中
津
宮
の
御

社
頭
も
大
い
に
賑
わ
っ
た
。

月
士
二
日
に
斎
行
さ
れ
ま
し

た
「
献
米
報
告
祭
」
に
際
し
ま
し
て

の
、
宗
像
市
・
郡
内
の
氏
子
会
各

位
へ
の
献
米
袋
配
布
並
び
に
取
糊

め
に
つ
き
ま
し
て
は
年
末
年
始
の

お
忙
し
い
中
、
御
奉
仕
賜
り
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

お
陰
を
以
ち
ま
し
て
盛
大
裡
に

滞
り
な
く
、
盛
大
厳
粛
に
斎
行
致

す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
こ
に
紙
上
を
以
ち
ま
し
て
謹

ん
で
御
礼
巾
し
上
げ
ま
す
。

献
米
袋
配
布
並
に

取
纏
め
御
礼
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去
る
十
二
月
十
九
日
、
早
稲
田
大
学

の
吉
村
作
治
教
授
が
来
社
し
、
R
K
B

毎
日
放
送
関
係
者
と
と
も
に
当
大
社
神

宝
館
で
収
録
を
行
っ
た
。

こ
の
番
組
は
、
当
大
社
沖
ノ
島
の
岩

陰
祭
祀
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
「
カ
ッ
ト

グ
ラ
ス
碗
片
」
（
六
世
紀
・
サ
ザ
ン
朝
ペ
ル

シ
ア
時
代
）
を
起
点
に
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大

陸
を
横
断
し
あ
る
時
は
宗
教
の
道
、
あ

る
時
は
戦
い
の
道
、
ま
た
あ
る
時
は
芸

術
を
伝
え
た
道

で
も
あ
る
交
易

路
「
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
」
と
、
約

-
0
0
0個
を

越
え
る
国
宝
が

出
土
し
、
『
海

の
正
倉
院
』
と

称
さ
れ
る
極
東

の
周
囲
四
キ
ロ

の
島
「
沖
ノ
島
」

を
中
心
に
東
と

西
と
を
結
ん
だ

文
明
の
道
を
た

ど
る
。

出
演
者
は
エ

ジ
プ
ト
考
古
学
の
世
界
的
権
威
で
あ
る

早
稲
田
大
学
の
吉
村
作
治
教
授
と
宝
塚

出
身
の
女
優
で
、
ド
ラ
マ
や
舞
台
な
ど

で
活
躍
中
の
宮
本
真
希
さ
ん
。

ロ
ケ
は
当
大
社
の
他
に
、
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
の
重
要
な
中
継
地
と
し
て
栄
え
た

中
国
・
新
腫
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
首
都

ウ
ル
ム
チ
か
ら
、
四0
0
0
メ
ー
ト
ル

級
の
山
々
が
連
な
る
天
山
山
脈
を
越
え
、

世
界
で
2

番
目
に
大
き
な
砂
漠
・
タ
ク

番
紐
紹
介

る
り
み
ち

「
瑠
璃
の
落
＼
海
の
正
倉
院
か
ら
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
ヘ

s

」

(
T
B
S
ー

R
K
B
)系2
8局ネ
ッ
ト

「
瑠
璃
の
路

5

海
の
正
倉
院
か
ら
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
ヘ
ー
」

提
供
1
1
サ
ニ
ッ
ク
ス

J
N
N
 

放
送

二
月
十
五
日
（
日
）
午
後
二
時

5

ラ
マ
カ
ン
砂
漠
に
点
在
す
る
オ
ア
シ
ス

を
求
め
て
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
旅
を
続
け

た
。
番
組
の
中
で
吉
村
教
授
は
「
砂
漠

も
海
も
実
は
同
じ
。
見
知
ら
ぬ
世
界
に

旅
立
つ
人
を
支
え
た
の
は
、
神
へ
の
信

仰
と
勇
気
だ
っ
た
。
」
と
語
っ
て
い
る
。

沖
ノ
島
か
ら
出
土
し
た
瑠
璃
の
破
片

が
、
壮
大
な
文
明
の
ド
ラ
マ
を
語
る
。

ち
な
み
に
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
と
は
ウ
イ
グ

ル
語
で
「
入
っ
た
ら
出
ら
れ
な
い
」
と
い

う
意
味
で
あ
る
。

去
る
士
一
月
十
九
日
午
前
十
一
時
よ

り
当
大
社
境
内
末
社
「
松
尾
神
社
」
に
於

い
て
、
北
築
杜
氏
組
合
に
よ
る
酒
造
仕

込
み
は
じ
め
の
祭
典
が
斎
行
さ
れ
た
。

当
日
は
、
杜
氏
三
名
と
当
大
社
御
神

酒
「
神
酒
宗
像
」
の
伊
豆
本
店
、
神
酒
「
楢

の
露
j
の
勝
屋
酒
造
の
代
表
者
が
参
列
し
、

新
酒
の
仕
込
み
は
じ
め
の
奉
告
・
無
事

醸
造
終
了
を
祈
念
し
玉
串
を
捧
げ
た
。

又
同
様
に
宗
像
大
社
本
殿
に
於
い
て
も

松
尾
神
社
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

松
尾
大
社
は
京
都
嵐
山
に
鎮
座
す
る
神

社
で
、
全
国
の
酒
造
会
社
か
ら
の
崇
敬
が

篤
い
。
こ
の
京
都
松
尾
大
社
の
御
祭
神
が

宗
像
三
女
神
の
市
杵
島
姫
神
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
当
大
社
も
お
酒
の
神
様
の
本
宮
と

し
て
崇
敬
を
集
め
て
い
る
。

ま
つ
の
お

松
尾
神
社
祭

昭
和
の
初
期
、
中
津
宮
（
大
島
）
で
は
全

国
組
織
の
酒
造
講
も
組
織
さ
れ
、
大
祭
に

は
本
殿
に
全
国
の
酒
造
会
社
の
酒
樽
が
山

の
よ
う
に
積
ま
れ
て
い
た
頃
も
あ
り
、
中

津
宮
境
内
に
は
、
そ
の
当
時
を
物
語
る
よ

う
に
永
代
献
酒
の
石
碑
が
残
さ
れ
て
い
る
。

宗
像
大
社
の
松
尾
神
社
祭
は
毎
年
、

師
走
十
九
日
の
酒
造
仕
込
み
は
じ
め
の

祭
典
と
、
弥
生
十
九
日
の
酒
造
報
賽
の

祭
典
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
祭
典
も

昭
和
三
十
年
頃
の
記
録
を
見
る
と
「
杜
氏

五
十
名
参
列
」
と
あ
り
、
当
時
の
日
本
酒

の
隆
盛
が
し
の
ば
れ
る
。

そ
の
後
、
高
度
成
長
時
代
に
は
い
る
と
、

洋
酒
、
ピ
ー
ル
に
主
役
を
奪
わ
れ
、
そ

し
て
ワ
イ
ン
、
焼
酎
プ
ー
ム
と
な
り
日

本
酒
の
冬
の
時
代
が
続
い
て
い
る
。
近

年
の
状
況
に
よ
る
と
、
福
岡
国
税
局
管

轄
で
一
五
二
社
あ
っ
た
酒
造
会
社
も
現

在
は
七
二
社
と
い
う
。

祭
典
終
了
後
、
斎
館
に
て
、
伝
統
の

か
し
わ
の
す
き
焼
「
ト
リ
ス
キ
j
で
直
会

を
行
い
、
自
慢
の
お
酒
を
頂
き
な
が
ら

和
や
か
な
び
と
時
を
過
ご
し
、
最
後
に

宗
像
大
社
の
神
札
が
授
与
さ
れ
散
会
と

な
っ
た
。

来
る
三
月
十
九
日
の
酒
造
報
賽
の
松

尾
神
社
祭
に
は
、
御
神
徳
を
頂
き
、
米
·

水
・
麹
·
気
象
条
件
の
絡
み
に
杜
氏
の
技

で
醸
造
し
た
新
酒
が
御
神
前
に
奉
献
さ

れ
る
。
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政
府
は
二
0
0
一
年
（
平
成
十
三
年
）

二
月
、
通
常
国
会
に
石
油
業
法
の
廃
止

を
含
め
た
石
油
関
連
の
一
括
法
案
を
提

出
し
た
。
同
年
六
月
、
石
油
業
法
の
廃

止
は
参
議
院
本
会
議
で
可
決
さ
れ
、
ニ

0
0
二
年
初
に
も
改
正
す
る
法
律
が
施

行
さ
れ
る
。

出
光
は
一
九
六
二
年
（
昭
和
三
十
七
年
）

の
石
油
業
法
制
定
以
来
、
一
貫
し
て
廃

止
を
主
張
し
て
き
た
。
―
―
＿
十
九
年
ぶ
り

に
初
志
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
る
。

石
油
業
界
で
は
す
で
に
「
大
競
争
時
代
」

を
迎
え
て
、
元
売
り
大
手
の
再
編
成
や

製
油
所
の
閉
鎖
な
ど
、
動
き
が
激
し
い
。

出
光
が
国
際
石
油
資
本
や
産
油
国
の

動
向
も
見
据
え
な
が
ら
、
こ
れ
に
ど
う

対
応
し
て
い
く
の
か
、
佐
三
の
理
念
、

石
滅
藁
法
調
止
に
初
志
貫
く

..、

•✓ 

I' 
. ヽ

,.̀
 

ぢ
9

、
`̀ 

/ 
' 

' ' ヽ. , 

業
界
の
雄
ヘ

9・
9‘ 

の
飛
躍
®

出
光
興
産
株
式
会
社

出
光
佐
一
―
―

窟
そ
の

1
4

1963年（昭和三十ハ年）当時の給油所。出光は生産調整によリ生産が不足し、市場から割高な製品を調達し
販売しなければならなかった。

主
義
主
張
と
も
絡
め
幅
広
い
関
心
を
集

め
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
問
題
は
項
を
改
め
て

述
べ
る
。
こ
こ
で
は
、
業
法
制
定
前
後

の
経
過
と
こ
れ
に
た
い
す
る
出
光
の
主

張
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

「
黄
金
の
六0
年
代
」
は
、
欧
州
や
日

本
に
米
国
の
ド
ル
が
流
出
す
る
と
い
う
、

貿
易
収
支
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
伴
っ
て

い
た
。
戦
後
復
興
が
進
み
、
米
国
の
圧

倒
的
優
位
が
崩
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

一
九
五
九
年
に
開
か
れ
た
ガ
ッ
ト
東

京
総
会
で
は
、
米
国
が
日
本
に
た
い
し

大
豆
な
ど
十
品
目
の
輸
入
自
由
化
を
要

求
し
た
。
応
じ
な
け
れ
ば
日
本
か
ら
の

輸
入
を
制
限
す
る
、
と
の
報
復
措
置
を

伴
っ
て
い
た
。

政
府
は
六
一
年
に
か
け
て
「
貿
易
・
為

替
自
由
化
促
進
計
画
」
を
決
め
、
総
合

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を
確
立
す
る
た
め
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
懇
談
会
」
を
設
置
し
た
。

懇
談
会
は
英
、
西
独
な
ど
欧
州
四
カ

国
に
調
査
団
を
派
遣
す
る
な
ど
し
て
、

同
年
十
二
月
「
中
間
報
告
」
を
通
産
省
に

提
出
し
た
。
こ
れ
が
石
油
業
法
の
制
定

へ
と
進
み
、
六
二
年
通
常
国
会
で
成
立

し
た
。
施
行
は
七
月
で
あ
っ
た
。

石
油
業
法
に
は
三
つ
の
柱
が
あ
っ
た
。

需
給
の
調
整
、
精
製
設
備
の
許
可
制
、

標
準
額
の
設
定
で
あ
る
。
前
の
ふ
た
っ

は
政
府
の
石
油
供
給
計
画
を
基
本
に
、

年
度
を
上
、
下
期
に
分
け
て
決
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
こ
ろ
全
国
の
販
売
シ
ェ
ア
は
、

外
資
系
が
カ
ル
テ
ッ
ク
ス
・
日
石
二
0
.

一
％
を
は
じ
め
と
し
て
計
六
三
％
、
非

外
資
系
が
出
光
一
四
・
四
％
を
筆
頭
に

計
三
七
％
（
六0年
度
実
績
）
で
あ
っ
た
。

出
光
は
石
油
業
法
の
制
定
そ
の
も
の

に
反
対
で
あ
っ
た
。
佐
三
の
主
張
は
、

つ
ぎ
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
る
。

一
、
法
律
に
よ
る
統
制
は
自
由
化
に

逆
行
す
る

一
、
安
定
的
か
つ
低
廉
な
価
格
を
維

持
す
る
と
い
う
目
的
に
反
し
、

消
費
者
の
た
め
に
な
ら
な
い

一
、
国
策
会
社
の
設
立
は
屋
上
屋
を

架
す
る
も
の
で
価
格
を
上
昇
さ

せ
る

一
、
精
製
設
備
の
許
可
制
は
利
権
化

を
招
く

石
油
業
法
の
施
行
に
よ
っ
て
、
そ
の
後

の
焦
点
と
な
っ
た
の
は
石
油
連
盟
（
石
連
）

に
よ
る
生
産
調
整
で
あ
っ
た
。

調
整
は
難
航
し
、
と
り
あ
え
ず
六
二
年

度
下
期
は
生
産
、
販
売
の
実
績
、
設
備
能

カ
の
三
本
柱
で
実
施
し
、
六
三
年
度
は
新

し
い
基
準
を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
い
ざ
実
施
し
て
み
る
と
生

産
と
販
売
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
ど
が
表

面
化
し
、
下
期
の
市
況
は
た
ち
ま
ち
混

乱
し
た
。
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武
田
さ
ん
の
ル
ー
ツ
さ
が
し
の
、
月

さ
よ
へ
い
か
ず
ゆ
き

川
喜
代
平
主
之
は
、
長
崎
県
北
松
浦
郡

宇
久
神
浦
村
（
現
宗
久
町
神
浦
）
に
明
治

七
年
（
一
八
七
三
）
に
生
ま
れ
た
。
家
は

代
々
宇
久
島
神
社
の
神
職
で
あ
っ
た
。

現
在
第
一
五
代
月
川
徹
氏
で
あ
る
。
宗

像
大
社
神
島
定
宮
司
と
は
國
學
院
の
同

期
で
あ
る
。

「
今
浦
島
自
絞
偲
」
の
月
川
船
長
略
歴

を
た
ど
る
と
、
彼
は
明
治
一
四
年
、
神

浦
尋
常
小
学
校
卒
業
を
し
て
、
母
の
弟

の
船
に
乗
り
働
く
。
一
七
オ
の
時
、
難

破
し
て
ア
メ
リ
カ
船
に
収
容
さ
れ
、
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
成
功
し
た
人
の
写

真
を
見
て
発
奮
、
海
外
に
夢
を
託
す
。

二
0
代
、
国
内
朝
鮮
海
岸
を
廻
航

し
な
が
ら
徴
兵
検
査
を
待
つ
が
、
水
兵

第
三
番
豫
備
隊
員
で
海
軍
希
望
を
断
念
。

三
オ
の
時
に
長
崎
を
出
奔
す
る
。

島
原
ロ
ノ
津
よ
り
船
大
工
に
成
り
す
ま

し
、
網
の
中
に
か
く
れ
て
密
航
し
上
海

へ
渡
る
。
上
海
で
は
水
夫
宿
に
三
ヶ
月

働
き
、
父
親
に
手
紙
を
送
る
。
四
本
マ

ス
ト
の
英
帆
船
に
ニ
―
オ
を
二
五
オ
と

い
つ
わ
り
一
等
水
夫
に
な
り
す
ま
し
、

（続）

ゞ
｀
·
一
、

.
-
.
 

' 

ロ
ン
ド
ン
で
下
船
。

明
治
二
八
年
（
一
八
九
四
）
日
本
郵
船

柴
田
丸
に
特
務
水
夫
と
し
て
乗
船
。
ス

ェ
ズ
経
由
に
て
横
浜
港
に
帰
着
。
明
治

ニ
八
年
に
は
横
浜
発
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

中
国
の
コ
ー
ス
で
契
約
乗
船
し
た
が
、

中
国
で
雇
止
を
好
ま
ず
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
脱
船
す
。
脱
船
後
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

公
園
に
野
宿
。
月
夜
の
晩
に
淋
し
さ
の

あ
ま
り
、
特
技
の
横
笛
を
吹
い
て
い
る

時
、
日
本
人
夫
婦
に
拾
わ
れ
、
そ
の
家

に
ニ
ヶ
月
働
く
。

明
治
二
九
年
、
米
帆
船
に
帰
航
後
雇

止
め
の
約
束
に
て
乗
り
込
む
。
船
は
希

望
峰
を
ま
わ
っ
て
ア
ジ
ア
ヘ
向
か
う
コ

ー
ス
で
あ
っ
た
が
航
路
を
大
き
く
は
ず

れ
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
南
島
の
、

南
東
岸
オ
タ
ゴ
湾
の
最
深
部
ダ
ニ
ー
デ

ン
・
チ
ャ
ル
マ
ー
港
に
た
ど
り
つ
い
た
「
キ

ャ
プ
テ
ン
月
川
物
語
」
（
松
見
正
宣
）
で
は

漂
羞
と
あ
る
。
給
金
の
こ
と
で
船
長
と

い
し
い
た
だ
し
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口
論
し
て
脱
船
し
、
山
奥
に
三
日
間
か

く
れ
、
農
夫
に
助
け
ら
れ
る
。
こ
の
農

場
に
三
年
間
働
く
。

明
治
三
四
年
（
一
八
九
九
）
一
時
帰
国
、

四
ヶ
月
滞
在
し
て
再
び
出
国
。
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
引
き
返

そ
う
と
し
た
が
キ
ッ
プ
が
手
に
入
ら
ず
、

香
港
ま
で
買
い
、
香
港
で
も
ニ
ュ
ー
ジ

ニュージーランドにてノギ·ツキカワ氏

ー
ラ
ン
ド
行
き
の
キ
ッ
プ
が
手
に
入
ら

な
か
っ
た
。
た
ま
た
ま
香
港
に
入
港
し

て
い
た
日
本
の
練
習
艦
隊
は
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
に
む
か
う
と
聞
き
、
司
令
官

上
村
中
将
の
許
可
を
受
け
船
島
艦
に
乗

艦
、
時
化
で
三
艦
に
故
障
が
生
じ
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
寄
港
が
取
り
止
め
と

な
り
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
シ
ド
ニ
ー

で
下
艦
す
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
渡
り
、
明
治

三
七
年
（
一
九0二
）
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
小
局
の
ノ
ー
ラ
イ
ド
号
の
一
等
水
夫

と
な
る
。
明
治
四0
年
救
世
軍
軍
曹
と

な
り
明
治
四
三
年
三
七
オ
の
時
、
日
本

人
と
し
て
英
国
の
一
等
運
転
士
と
な
る
。

大
正
三
年
（
一
九
一
三
）
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・

メ
ル
ボ
ル
ン
出
身
の
ク
ラ
ー
ク
と
結
婚
。

長
男
~
郷
、
次
男
ー
乃
木
、
三
男
ー

伊
藤
を
出
生
。
明
治
を
代
表
す
る
人
物

の
名
を
子
供
達
に
つ
け
る
。
そ
の
後
の

活
動
は
紙
面
の
関
係
で
割
愛
す
る
が
、

河
川
局
の
船
長
と
し
て
活
躍
し
、
日
本

人
と
し
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
た
め

に
働
き
、
尊
敬
を
受
け
、
高
く
評
価
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

昭
和
―
一
年
（
一
九
三
六
）
三
六
年
ぶ

り
に
帰
国
、
宇
久
島
に
三
泊
四
日
滞
在
、

母
に
も
あ
っ
て
い
る
。
昭
和
二
三
年
十

二
月
に
神
に
召
さ
れ
永
眠
。
享
年
七
四

オ
。
波
乱
万
丈
の
人
生
だ
っ
た
が
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
果
し
た
役
割
は
大

き
く
、
ま
た
日
本
人
の
誠
実
さ
を
示
し

た
人
物
と
し
て
今
も
多
く
の
人
に
記
憶

さ
れ
て
い
る
。
現
在
子
孫
は
ニ
ュ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
各
界
で
活
躍
し
て
い
る
。
昭

和
五
三
年
（
一
九
七
八
）
に
は
ノ
ギ
・
ツ
キ

カ
ワ
夫
妻
が
日
本
を
訪
問
し
て
い
る
。

私
達
も
ノ
ギ
氏
の
家
で
子
孫
達
と
会
い

パ
ー
テ
ィ
ー
を
楽
し
ん
だ
。
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三
十
四

宗
像
大
社
か
ら
東
南
方
面
に
約1
0
k

m
、
頂
上
に
境
外
御
摂
社
の
一
社
、
王

子
神
社
が
鎮
座
す
る
許
斐
山
の
麓
、
宗

像
市
王
丸
字
尾
中
の
民
家
の
間
に
、
昭

和
―
二
十
四
年
に
整
備
さ
れ
た
参
道
を
進

み
、
石
鳥
居
を
潜
り
石
段
を
上
る
と
、

ま
だ
真
新
し
く
み
え
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
参
道
が
拝
殿
に
真
直
ぐ
続
い
て
い
る
。

正
平
年
中
行
事
、
許
斐
権
現
の
脊
閲

小
神
の
う
ち
に
、
「
三
御
前
一
所
」
と
あ

り
、
同
じ
く
三
御
前
神
事
の
條
に
は
祭

事
の
記
述
、
應
安
神
事
次
第
の
正
月
十

七
日
の
條
に
は
、
「
次
三
ノ
御
前
ニ
テ

ハ
千
秋
萬
歳
舞
、
踏
歌
ア
リ
。
」
と
あ
る
。

績
風
土
記
拾
遺
十
八
宗
像
郡
中
の

王
丸
村
の
條
に
、
「
若
宮
八
幡
宮
王
丸

村
の
産
神
也
。
所
祭
應
神
天
皇
・
神
功

皇
后
・
武
内
大
臣
と
云
。
此
説
い
ふ
か

し
。
宗
像
神
の
御
子
神
な
る
へ
し
。
宗

像
神
事
次
第
記
に
、
許
斐
従
神
の
中
に

三
御
前
一
所
と
あ
る
は
此
社
也
へ
し
。

年
中
の
次
第
は
王
子
神
社
に
同
し
。
神

殿
拝
殿
幣
殿
有
。
村
の
内
、
森
の
中

に
在
。
御
社
は
巽
向
也
。
昔
は
是
よ
り

二
町
計
良
、
村
下
に
有
し
を
、
賓
永
二

年
（
一
七0五
）
故
有
て
愛
に
遷
し
奉
る
。
」

許
斐
一
＿
一
御
前
社
（
八
幡
神
社
）

像め
ぐ
り

と
あ
り
、
棟
札
を
挙
げ
て
、
天
正
九
年

（
一
五
八
一
）
大
宮
司
氏
貞
の
造
替
し
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

現
在
の
御
祭
神
は
、
應
神
天
皇
・
神

功
皇
后
武
内
大
臣
。
由
緒
は
、
「
習
田

天
臭
応
神
天
皇
御
誕
生
ノ
翌
年
春
二
月
、

國
母
皇
后
筑
紫
ヨ
リ
長
門
國
豊
浦
ノ
宮

に
移
リ
給
フ
時
、
此
所
に
御
鳳
箪
ヲ
耽

メ
給
フ
。
其
陣
迩
二
此
年
御
社
ヲ
創
立

ス
ト
云
。
宗
像
大
宮
司
代
々
造
営
也
。

現
存
の
本
殿
は
一
間
社
流
造
の
鋼
板

葺
で
、
文
化
四
年
（
一
八
0
七
）
の
建
立

と
さ
れ
、
黒
田
長
成
候
爵
書
の
扁
額
が

か
け
ら
れ
た
瓦
葺
拝
殿
と
同
じ
で
あ
り
、

一
九
五
坪
余
り
の
境
内
、
氏
子
数
は
約

四
士
戸
、
境
内
に
は
素
盤
嗚
命
を
お
祀

り
し
、
近
年
新
た
に
御
造
営
さ
れ
た
須

賀
神
社
が
鎮
座
し
て
い
る
。

す
ぐ
近
く
に
国
道
三
号
線
の
バ
イ
パ

ス
が
通
っ
て
い
る
が
、
車
の
音
は
さ
ほ

ど
気
に
な
ら
ず
、
境
内
は
氏
子
の
人
々

に
よ
り
良
く
手
入
れ
さ
れ
て
い
る
。
竹

林
に
囲
ま
れ
た
心
休
ま
る
古
社
で
あ
る
。

宗
像
三
宮
の
ぴ
と
つ
、
沖
津
宮
が
鎮
座

す
る
沖
ノ
島
で
は
当
大
社
神
職
が
一
人
渡

島
し
、
中
・
邊
津
宮
と
同
様
に
一
年
三
六

五
日
、
一
日
も
欠
か
す
こ
と
な
く
、
三
宮

一
体
の
祭
祀
が
脈
々
と
行
わ
れ
て
い
る
。

現
在
、
沖
津
宮
奉
仕
者
は
一
回
の
勤
務

を
十
日
間
と
し
、
大
島
の
海
上
タ
ク
シ
ー

宝
栄
丸
（
船
頭
1
1

佐
藤
守
氏
）
で
神
湊
港
か

ら
沖
ノ
島
へ
渡
島
し
て
い
る
が
、
こ
の
度

そ
の
宝
栄
丸
が
新
し
く
船
を
造
船
し
た
。

佐
藤
氏
は
以
前
、
漁
師
を
さ
れ
て
お
り
、

沖
ノ
島
近
海
で
漁
を
す
る
こ
と
も
多
く
、

こ
の
付
近
は
「
庭
」
み
た
い
な
も
の
だ
と
話

し
、
沖
ノ
島
は
玄
界
灘
の
絶
海
の
孤
島
、

穏
や
か
だ
っ
た
海
が
瞬
時
に
そ
の
表
情

を
変
え
、
こ
こ
で
漁
を
す
る
者
に
と
っ

て
海
が
も
た
ら
す
恵
み
と
怖
さ
を
良
く
知

っ
て
い
る
。
そ
の
為
、
沖
津
宮
に
対
す
る

畏
敬
の
念
が
篤
い
方
で
、
五
年
前
に
体
調

を
崩
さ
れ
漁
師
を
続
け
る
事
を
断
念
、
現

在
は
、
大
島S
神
湊
間
を
結
ぶ
海
上
タ
ク

シ
ー
を
営
む
傍
ら
当
大
社
の
御
用
船
と
し

て
御
奉
仕
頂
い
て
い
る
。

新
造
船
は
伊
万
里
の
浦
田
造
船
所
で

三
ヶ
月
の
月
日
を
か
け
て
造
ら
れ
重
瓜

十
ニ
ト
ン
、
運
行
速
度
二
十
九
ノ
ッ
ト

（
最
高
三
十
八
ノ
ッ
ト
）
、
最
大
乗
船
人

数
十
二
名
で
、
十
二
月
八
日
に
就
航
、

大
島
で
盛
大
に
進
水
式
が
行
わ
れ
、
又

士
一
月
十
七
日
に
は
沖
ノ
島
勤
務
交
代
で

始
め
て
沖
ノ
島
へ
渡
島
し
た
。
旧
船
は
漁

船
を
改
造
し
た
も
の
で
約
二
時
間
を
要
し

て
い
た
航
海
時
間
も
、
一
時
間
弱
で
の
渡

島
が
可
能
と
な
り
、
ま
た
荷
物
も
以
前
の

何
倍
も
の
凪
を
禎
む
こ
と
が
で
き
灯
油
・

ガ
ス
等
の
島
で
の
生
活
物
資
の
運
搬
も
容

易
に
な
っ
た
。

今
後
、
新

造
船
は
佐
藤

守
氏
と
、
佐

藤
氏
の
甥
の

草
野
隆
則
氏

（
二
十
歳
）
で

操
縦
運
行
さ

れ
る
。

草野隆則氏 佐藤守氏

ほ
う
え
い
ま
る

御
用
船F宝
栄
丸
」
新
造
船
に
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留
信
子

た
か
む
ら
を
切
り
通
し
た
る
赤
土
に
黄
菊
む
れ
咲
く
び
と
技
ほ
そ
き

吉

高
山

神
田

日
の
里
大
和

牡
丹
楕
あ
か
あ
か
と
燃
ゆ
炉
を
囲
み
集
び
し
は
み
な
倖
せ
い
た
だ
＜

（
評
）
失
明
に
近
い
白
秋
が
、
焚
木
と
し
て
牡
丹
の
木
ひ
と
く
く
り
を
送
ら
れ
「
冬
牡
丹
の
木
を

焚
く
と
い
う
こ
と
は
、
話
に
聞
い
て
ゐ
た
が
、
そ
れ
は
何
と
い
う
高
資
な
雅
び
か
と
思
う
」
と
詞

書
し
て
（
牡
丹
の
黒
木
さ
し
く
べ
ゐ
ろ
り
べ
や
ほ
か
ほ
か
と
あ
ら
む
冬
日
お
も
ほ
ゆ
）
と
詠
っ
て

い
る
が
、
牡
丹
の
猾
火
を
囲
ん
だ
大
和
さ
ん
が
羨
し
く
新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
一
首
で
あ
る
。

田
熊
吉
田
ま
す
み

目
を
病
み
て
字
の
読
め
ざ
る
も
よ
し
と
せ
む
美
し
き
花
青
き
空
見
ゆ

（
評
）
前
記
の
白
秋
は
失
明
に
近
い
状
態
に
あ
り
な
が
ら
、
視
力
と
引
き
替
え
に
”
ニ
コ
ラ
イ

堂
こ
の
夜
揺
り
か
へ
り
嗚
る
鐘
の
大
き
あ
り
小
さ
き
あ
り
小
さ
き
あ
り
大
き
あ
り
“
と
、
こ
ん

な
子
供
の
よ
う
な
聴
覚
と
よ
ろ
こ
び
を
取
り
戻
し
て
わ
れ
わ
れ
に
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
が
、

吉
田
さ
ん
の
「
美
し
き
花
青
き
空
見
ゆ
」
は
白
秋
に
劣
ら
な
い
素
晴
し
い
気
力
で
あ
る
。
御
加
笠

を
祈
る
。鐘

安
永
久
子

肩
肘
の
力
を
抜
き
て
日
々
あ
れ
と
老
化
の
兆
す
お
の
れ
に
き
か
す

（
評
）
こ
れ
も
自
励
の
う
た
で
あ
る
。
具
体
的
に
詠
う
と
す
れ
ば
「
町
に
住
む
子
ら
に
心
配
か

け
ま
じ
と
ぴ
と
り
居
わ
れ
の
晩
酌
ほ
ど
ほ
ど
」
八
十
六
歳
男
性
。
と
な
ろ
う
か
。
老
い
を
逆
手

に
取
っ
て
存
在
感
の
あ
る
作
品
を
具
体
的
に
詠
っ
て
欲
し
い
。

日
の
里
一
敏

流
れ
去
る
落
葉
も
あ
れ
ば
渦
巻
き
て
ま
た
水
口
に
戻
る
葉
の
あ
り

（
評
）
農
業
用
水
の
水
抜
き
の
状
景
だ
ろ
う
か
、
作
者
は
そ
ん
な
も
の
を
一
切
消
し
去
り
水
口

を
め
ぐ
る
落
葉
に
視
点
を
集
中
し
詠
い
、
人
生
の
一
句
を
暗
示
し
て
い
る
と
言
っ
た
ら
言
い
過

ぎ
だ
ろ
う
か
、
な
か
な
か
の
透
逸
で
あ
る
。

東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

病
び
持
つ
友
の
作
り
し
大
恨
の
ほ
れ
ぼ
れ
す
る
程
太
く
た
く
ま
し

（
評
）
や
さ
し
さ
と
ユ
ー
モ
ア
の
あ
る
一
首
。
大
根
卸
し
に
て
も
、
鰤
大
根
に
し
て
も
さ
ぞ
旨

い
大
根
だ
ろ
う
。

崎

美
由
紀

第
五
一
0
回

宗
像
大
社
歌
会
詠
草
ア
＾

大
野
展
男
選
毎
月
2
5日
メ
切
4

ひ
た8J

落
策
掃
き
終
へ
た
る
庭
に
鶴
き
て
蹄
く
な
へ
う
た
の
心
く
す
ぐ
る

選
者
詠

（
評
）
む
れ
咲
く
と
、
ひ
と
枝
ほ
そ
き
の
状
景
が
う
ま
く
結
び
付
か
ず
残
念
。
「
年
史
色
の
野
菊

枝
伸
べ
て
咲
く
」
な
ど
の
詠
み
方
も
考
え
ら
れ
る
。

福
間
中
村
勇

川
沿
び
の
細
道
ゆ
く
に
白
烈
が
道
祖
神
の
こ
と
前
を
と
び
ゆ
く

（
評
）
こ
こ
に
詠
わ
れ
て
い
る
の
は
石
に
彫
ら
れ
た
道
祖
神
で
な
く
、
道
路
の
悪
霊
を
防
ぎ

守
護
す
る
神
と
し
て
の
存
在
の
こ
と
で
、
作
者
に
は
白
鷲
が
神
の
使
い
と
映
っ
た
の
だ
ろ
う
。

特
異
な
と
ら
え
方
で
あ
る
。

大
井
木
原
ふ
さ
子

住
む
人
の
な
く
て
荒
れ
た
る
山
の
家
灯
と
も
す
f
J
と
咲
く
藪
椿
咲
く

池
田
森
龍
子

落
葉
し
て
木
々
の
問
広
き
冬
庭
に
散
り
た
る
ま
ま
に
山
茶
花
華
や
ぐ

朝
野
藤
井
浩
子

北
の
さ
ま
細
f
)
ま
知
ら
せ
て
く
れ
る
友
雪
国
生
ま
れ
の
吾
と
知
れ
る
や

田
野
森
甲
子

窓
に
見
る
犬
嗚
山
は
秋
空
に
稜
線
や
さ
し
く
横
た
は
り
を
り

牟
田
尻
横
山
雪
子

れ
ん
げ

春
の
わ
が
夢
を
や
ど
し
て
芽
生
え
た
り
一
ミ
リ
ほ
ど
の
紫
雲
英
の
双
葉

光
岡
森
田
富
佐
子

小
春
日
の
続
き
て
今
日
は
と
の
公
る
や
が
て
み
冬
の
景
色
と
な
る
ら
ん

大
島
杉
田
膿
子

寒
風
に
ゆ
ら
ぐ
終
り
の
コ
ス
モ
ス
の
傍
ら
に
り
ん
と
水
仏
が
咲
く

日
の
里
石
松
弘
次

に
ぎ
り
飯
の
か
た
ち
を
見
せ
る
六
つ
狐
遠
目
に
み
や
り
郷
の
恋
し
も

光
岡
河
村
久
光

農
道
を
日
傘
さ
す
女
近
ま
り
く
じ
っ
と
見
る
問
に
気
の
遠
く
な
る

腰
痛
の
癒
え
し
と
言
へ
ど
晩
年
か
玄
海
し
ぐ
れ
庭
涸
ら
し
過
ぐ

ば
っ
た

掃
き
寄
せ
し
落
策
の
な
か
よ
り
現
は
れ
ぬ
土
色
蜂
け
げ
ん
顔
に
て

編
J
口
戸
い
‘

の
正
月
力
終
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
▼
今

ま
で
と
違
い
『
職
務
』
を
果
た
す
こ
と
以

プ
レ
ッ
ノ
ヤ
ー

上
に
、
『
責
任
』
と
い
う
も
の
と
冨
売

U

を
感
じ
る
正
月
で
し
た
▼
そ
の
『
責
任
j

と
は
中
々
大
変
で
す
が
、
大
き
け
れ
ば

大
き
い
ほ
ど
果
た
し
た
時
の
充
実
感
は

大
き
い
も
の
で
、
積
み
裏
ね
る
と
『
偏
邑

と
い
う
も
の
に
も
繋
が
る
ら
し
く
、
そ

し
て
意
外
と
楽
し
い
も
の
だ
と
も
気
付

か
さ
れ
た
ひ
と
月
で
し
た
▼
本
年
も
社

報
「
宗
像
」
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
す
。
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日
の
里
花
田
い
つ
枝

娘
ス
ト
ー
プ
に
す
べ
る
湯
玉
や
久
女
の
忌

光
岡
井
上
嘉
治

黄
昏
の
身
に
も
初
雪
限
り
な
く

東
郷
田
中

新
立
の
裾
の
工
場
初
茜 憲

象

福
間
森
清

枯
芭
川
面
に
風
情
小
揺
れ
け
り

宗
像
大
社
歌
会

俳
句
作
品
集
（
四
八
五
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